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量子もつれを利用した量子テレポーテーシ

ョンは、秘匿性を保ったままある量子の情報を

異なる量子へと写すことができる。そのため量

子テレポーテーションは、量子通信や量子コン

ピューティングといった量子情報テクノロジ

ーで重要な役割を果たす。 

我々は、ダイヤモンド窒素空孔中心（NV 中

心）を量子通信の長距離化、効率の向上に必須

となる量子中継器として用いることを考えて

おり、これまでに情報の伝送に優れた光子の偏

光情報を、情報の保持に優れた NV 中心の窒

素核スピンメモリーに量子テレポーテーショ

ンにより転写できることを示した[1,2]。 

今回我々は、窒素核スピンではなく炭素 𝑪𝟏𝟑

核スピンへの量子テレポーテーション転写を

実証した。窒素核スピンは一つの NV 中心に

つき決まった位置に一つであるのに対し、炭素

𝑪𝟏𝟑 核スピンはダイヤモンド中に多く存在し、

その濃度は可変であり、NV 中心からの相対位

置も様々である。また、一般に炭素 𝑪𝟏𝟑 核スピ

ンは窒素核スピンよりコヒーレンス時間が長

く、NV 中心から遠く、NV 中心の電子スピン

との超微細相互作用が小さい炭素 𝑪𝟏𝟑 核スピ

ンを選べば、そのコヒーレンス時間はさらに伸

び、電子スピンを操作する際の超微細相互作用

による間接的な効果を受けにくくなる。以上の

比較により、光子から炭素 𝑪𝟏𝟑 核スピンへの量

子テレポーテーション転写が可能になれば、窒

素核スピンよりも長い情報保持時間と電子ス

ピン操作に対するロバスト性を有したマルチ

量子メモリに膨大な情報を直接保存すること

や、一つの NV 中心から放射状に量子通信網

を拡張する大規模なネットワーク構築の実現

も期待できる。さらに、無磁場下で量子テレポ

ーテーション転写を行うことで、光子の吸収・

発光によるもつれ測定[3]・生成[4]の忠実度や、

電子スピンのスピンエコー[5]によるコヒーレ

ンス時間の伸びを最大にすることができる。 

無磁場下でスピンの制御を行うのは縮退す

る準位があるため一般的なエネルギー選択だ

けでは難しい。これを克服するためには、角運

動量保存的に偏光という自由度を使えるが、今

回は新たな手法として、窒素核スピンを|+𝟏⟩𝑵
とし局所的な微小磁石のように利用すること

で、無磁場の恩恵を受けつつエネルギー選択的

な操作を可能にした(図 1)。 
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図 2. 光子から炭素への転写トモグラフィ 

 

図 1. 光子から炭素への転写の概略図 
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